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町内会のホームページはこちら → http://daigono1.info/index2.html

　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日

（
日
）
午
前
十
時
よ
り
、
池
田
東

集
会
所
で
「
第
四
十
六
回
御
霊
ヶ

下
・
大
構
町
通
常
総
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年

度
、
二
十
八
年
度
の
新
旧
組
長
に

よ
り
、
新
役
員
体
制
、
二
十
七
年

度
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
監
査

御
霊
ヶ
下
・
大
構
町  

総
会 

池
田
東
集
会
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
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報
告
、二
十
八
年
度
事
業
計
画
案
、

予
算
案
の
議
案
全
て
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

二
十
七
年
度
は
町
内
会
費
を

一
ヶ
月
七
〇
〇
円
か
ら
六
〇
〇
円

に
減
額
し
ま
し
た
が
、
恒
例
行
事

は
緊
縮
予
算
内
で
全
て
実
施
し
、

活
動
内
容
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報

発
信
に
加
え
、「
さ
ん
あ
い
新
聞
」

を
隔
月
発
行
し
、
全
世
帯
に
配
布

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
功
を
奏

し
、
十
一
軒
の
新
規
会
員
が
入
会

し
て
く
れ
ま
し
た
。

準備万端整い新旧組長さんを待つ会場。

総会後の新組長と執行部によるミーティング。

敬称略

新組 28年度組長 役割

1

2

3 桑原美枝子 少補・交通・防犯

4 大﨑　麻美 ○体育副部長

5 黒木　優 ◎ 少補部長

6 溝端　義彦 体育・保健・防災

7

8

9 内山　忠志 ABブロック長

10

11

12 砂田　信夫 少補・交通・防犯

13 竹村　美祈 少補・交通・防犯

14

15

16 深田　末男 体振本部役員

17 小林　幸子 ◎体育部長

18 森　昭二 CDブロック長

19 仙波　喬子 少補・交通・防犯

20

21

22 白河　俊三 体育・保健・防災

23 中川　節子 ○体育副部長

24 山内　祐 少補・交通・防犯

25 出野　一司 少補・交通・防犯

26 中川　恒夫 体育・保健・防災

27 井ノ口鵬飛 体振本部役員

F

E
四宮　富子 EFブロック長

体育・保健・防災

D

新井　高次

C

北川　常夫 ○少補副部長

B 谷　正夫 体育・保健・防災

少補本部役員

A

隈井　順子

二
十
八
年
度

新
組
長
さ
ん
の
役
割
分
担

御
霊
ヶ
下
・
大
構
町

住
民
憲
章

　

二
十
八
年
度
は
「
ふ
れ
あ
い
、

し
り
あ
い
、
た
す
け
あ
い
」
の
、

三
あ
い
（
愛
）
精
神
で
、
大
切
な

ご
近
所
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
よ

り
一
層
強
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
活
性
化
さ
せ
、
だ
れ
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
居
場
所
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
、
町
内
会
、
醍
醐
地
域
、
行
政

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
御
霊
ヶ
下
・
大
構
町
内
は
美
し

い
水
と
緑
に
め
ぐ
ま
れ
た
醍
醐
山
の

ふ
も
と
に
開
か
れ
た
ま
ち
で
す
。
自

然
環
境
を
大
切
に
し
な
が
ら
発
展
す

る
よ
う
、
地
域
の
人
が
協
力
し
て
ま

ち
を
さ
さ
え
ま
し
ょ
う
。

一
、「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
住
み
続

け
た
い
」「
住
み
た
い
」
ま
ち
と
し

て
、そ
の
界
隈
生
を
守
り
育
む
「
人
」

や
「
し
ご
と
」
を
互
い
に
受
け
入
れ

さ
さ
え
ま
し
ょ
う
。

一
、
生
活
や
仕
事
の
サ
イ
ズ
に
合
っ

た
町
内
界
隈
の
高
さ
と
色
調
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
な
み
景
観
を
創

出
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
町
内
界
隈
は
周
囲
へ
の
気
遣
い

と
配
慮
を
大
切
に
す
る
ま
ち
で
す
、　　

周
囲
と
の
調
和
を
大
切
に
し
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
表
現
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

一
、
町
内
界
隈
の
通
り
は
地
域
の
人

や
訪
れ
る
人
に
「
も
て
な
し
の
心
」

を
表
現
す
る
場
と
し
て
、
楽
し
く
美

し
い
通
り
に
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ

う
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月　

制
定
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平
成
二
十
八
年
度
　
御
霊
ヶ
下
・
大
構 

町
内
会
　
運
営
委
員

会　長 奈良磐雄（保健・交通担当）（4） 571-7569（携帯090-7495-8478）

副会長（会長代行） 土橋隆夫（行事担当部長）(7) 571-2733（携帯090-9882-9178）

桂田和彦（総務担当部長）(9) 571-7908（携帯090-8574-2891）

竹村栄晃（企画広報担当部長）(13) 571-0187（携帯090-6323-9650）

桂田和彦（総務部長）(9)

山﨑和代（総務副部長）(16)

井上博司（保健部長・行事）(22)

中　豊一（保健・行事）

植村真一（体育部参与）（1） 吉田文子（体育部参与）(7)

新井高次（総務参与）（15） 増木博一（少補参与）(19)

八木幾夫（体育部参与）(22) 松本省太（体育部参与）（27）

大西和之（体育部参与）(23) 石谷英治（少補参与）(27)

会計部長 津留賀永子（5）

会計監査 増木博一（19） 大西和之(23)

竹村栄晃（部長）（13） 植田和雄（副部長）（4）

藤野　勝（副部長）（9） 細木吉武（副部長）（24）

桂田武幸（副部長）（16） 立上義裕（13）

深尾拓哉（24）

奈良磐雄（本部顧問）(4) 桂田和彦（部長）(9)

平田耕司（副部長）(25) 桂田武幸（副部長）(16)

(2年目)杉本美代子（18） (2年目)森下時秀（24）

(1年目)深田末男（16） (1年目)井ノ口鵬飛（27）

中村靖史（副会長）（26）

(2年目)田島　繁（12） (1年目)隈井順子（1）

永谷正司（顧問）(21)

服部一平（副支部長）(19) 斉藤紀子（会計監査）(25)

砂田信夫（総務）(12)

小林　護（9） 中　豊一（12）

服部一平（19）

高地智恵子（3） 奈良磐雄（4)

佐治瑶子（8） 中　豊一（12）

桂田安子（16） 井上博司（22）

中村恵子（24） 谷村美由紀（27）

民生児童委員 山﨑和代（16）

民生主任児童委員 岸本千恵子（17）

奈良磐雄（4） 桂田和彦（9）

竹村栄晃（13） 永谷正司（22）

細木吉武（24）

こどもみまもり隊

社会福祉協議会 事務長／桂田武幸（16）、協力員／井上敏子（22）

老人福祉委員 奈良紀代子（4）

副会長

参　与

総　務

自主防災部

住友　博（4）、桂田和彦（9）、濱名弘司（10),田島　繁（12）

桂田武幸（16）、　四宮富子（20）、岸本理沙（23)

企画・広報

防犯推進委員

体振本部

市政協力委員

少年補導本部員

祭実行委員
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平成28年度　年間行事予定

（　）予備日  ●＝主担当 平成28年3月20日作成　ver.1

28年度 行事 場所 時間 四役 体育保健防災 少補交通防犯 祭委員 他

20 総会 池田東集会所 10:00 ● ○ ○ ●新旧組長全員

20 43回伏見区民ハイキング 醍醐区域内 9:00 ●

4月 9 組長会議 池田東集会所 20:00 ● ○ ○

17(24) 32回学区民男子ソフトボール大会 石田仮設 8:45 ○ ●

町内会費集金 ○ ●組長/会計

〜5/7 池田東社会福祉協議会会員募集 ○ ●組長/会計

8 13回学区民グラウンドゴルフ大会 池田東小 8:45 ○ ●

14 組長会議 池田東集会所 20:00 ● ○ ○

15(21) 31回少補小学生男女ドッジボール大会 池田東小 9:00 ○ ●

29 3回学区民ペタンク大会 池田東小 8:45 ○ ●

6月 5 公園通学路大掃除 中央公園 8:45 ● ○ ○ ●全員

5 町内会防災訓練 中央公園 10:00 ● ○ ○ ○ ●自主防/全員

11 組長会議 池田東集会所 20:00 ● ○ ○

9 組長会議 池田東集会所 20:00 ● ○ ○

夏期補導パトロール 池田東集会所 19:50 ○ ● 防犯推

23・24 第16回少補校庭キャンプ 池田東小 ○ ●

25〜 ラジオ体操（前期） 中央公園 7:00 ●地域委員

町内会費集金（分割分） ○ ●組長/会計

6 池田東納涼夏祭り 池田東小 17:00 ● ○ ○ ●

13 組長会議 池田東集会所 20:00 ● ○ ○

17〜 ラジオ体操（後期） 中央公園 7:00 ●地域委員

19〜21 地蔵盆(19は準備、本番は20、21は片付) 中央公園 ● ○ ○ ○ ●全員

10 組長会議 池田東集会所 20:00 ● ○ ○

18(19) 第25回醍醐ふれあいプラザ 折戸公園 10:00 ●

19 公園通学路大掃除 中央公園 8:45 ● ● ○ ○ ●全員

19 敬老の集い 魚善 12:20 ● ○ ○ ○ ＊記念品配布

25 池田東学区総合防災訓練 池田東小 9:00 ● ○ ○ ○ ●自主防/全員

2(9) 32回学区民体育祭 池田東小 8:30 ● ● ○ ○ ●全員

8 組長会議 池田東集会所 20:00 ● ○ ○ ○

29 秋まつり・宵宮 中央公園 9:00 ● ○ ○ ● ●全員

30 秋まつり神輿巡行 各町内会 ● ○ ○ ● ●全員

町内会費集金（分割分） ○ ●組長/会計

6 醍醐安全フェア 9:00 ● 防犯推、一部選抜委員

12 組長会議 池田東集会所 20:00 ● ○ ○

13 十連協親睦ソフトボール大会 石田仮設 8:30 ● 池田東の選手

13 7回少補なわとび大会 池田東小 9:00 ○ ○ ●

4 30回学区民ボウリング大会 山科ボウル ○ ●

18 少補もちつき大会 池田東小 10:00 ○ ●

冬期補導パトロール 池田東集会所 19:50 ○ ●

14 組長会議 池田東集会所 20:00 ● ○ ○

28 十連協福祉のまち醍醐・交流大会 醍醐交流会館 10:00 ● 社協、民協

2月 11 組長会議 池田東集会所 20:00 ● ○ ○

4 新旧組長会議 池田東集会所 19:30 ● ○ ○ ●新旧組長全員

19 総会・組長会議 池田東集会所 10:00 ● ○ ○ ●新旧組長全員

*毎週（月）または（木）の一般ごみに出す）3カ所の公園（大構、御霊ヶ下・御霊ヶ下東）を組長が分担し清掃する。6月・9月には全員で大掃除。

3月

7月

8月

9月

10月

11月

3月

5月

1月

12月
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震
災
に
思
う

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

特別稿

いつおこるかわからない災害に備え醍醐池田消防分団は団員を募集しています。女性も大歓迎。

　

今
年
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
五

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
私
た
ち
町

内
会
は
数
年
来
様
々
な
形
で
防
災

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
防

災
に
無
関
心
な
人
は
い
な
い
は
ず

で
す
が
、
な
ぜ
か
他
人
事
だ
と

思
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
、
心
に
響
い
た
の
は
「
天
災

を
人
災
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と

い
う
言
葉
で
す
。
地
震
・
風
水
害
・

火
山
噴
火
…
不
意
に
襲
い
か
か
る
天

災
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
対
応
を

あ
や
ま
れ
ば
人
災
に
な
り
う
る
危
険

性
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

去
る
一
月
十
七
日
に
放
映
さ
れ
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
震
度
７　

何

が
生
死
を
分
け
た
の
か
～
埋
も
れ

た
デ
ー
タ 

二
十
一
年
目
の
真
実
～
」

は
衝
撃
的
で
し
た
。
史
上
初
め
て
震

度
７
を
記
録
し
、
六
四
三
四
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。

実
は
被
災
直
後
、“

生
と
死”

に

関
す
る
大
量
の
デ
ー
タ
が
収
集
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
死
の
原
因
、
家

屋
倒
壊
の
状
況
、
火
災
の
広
が
り

方
、
救
助
の
動
き
…
。
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
は
耐
震
補
強
の
重
要
性
な

ど
、
様
々
な
教
訓
を
導
き
出
し
た

一
方
で
、
技
術
に
限
界
が
あ
っ
た

た
め
、
多
く
が
十
分
な
分
析
を
受

け
ず
に
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
再
発

掘
し
、
最
新
の
分
析
技
術
で
一
月

十
七
日
に
何
が
起
き
て
い
た
の
か

を
可
視
化
し
た
の
が
今
回
の
番
組

で
し
た
。
複
数
の
デ
ー
タ
に
時
間

経
過
も
組
み
合
わ
せ
て
、
命
が
ど

の
よ
う
に
奪
わ
れ
て
い
っ
た
の

か
、
そ
の
全
貌
を
再
現
す
る
と
、

見
落
と
さ
れ
て
い
た
都
市
直
下
地

震
の
真
の
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
多
く
の
人
が
生
き
た

ま
ま
救
助
を
待
っ
て
い
ま
し
た
が

時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
次
々
と
大

切
な
命
が
絶
た
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
ず
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の

が
、
発
生
後
一
時
間
以
内
に
犠
牲

者
の
８
割
近
く
が
集
中
す
る
そ

の
意
外
な
原
因
で
す
。
死
因
に

多
い
の
が
窒
息
死
。
し
か
も
鼻
や

口
が
ふ
さ
が
れ
て
の
窒
息
で
は
な

く
、
胸
や
腹
部
が
圧
迫
さ
れ
て
の

窒
息
死
で
し
た
。
つ
ま
り
、
木
造

住
宅
が
倒
壊
し
、
建
築
部
材
な
ど

が
体
に
倒
れ
て
き
て
肺
や
横
隔
膜

を
圧
迫
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
呼
吸

困
難
に
お
ち
い
っ
た
の
で
す
。
新

築
家
屋
は
耐
震
基
準
が
厳
し
い
で

す
が
、
今
も
多
く
の
家
は
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
先
日
の

ニ
ュ
ー
ス
で
京
都
の
耐
震
化
率
は

 

八
十
一
％
で
、
近
畿
で
震
度
６
強

の
地
震
が
発
生
す
る
と
一
六
〇
万

戸
が
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
そ
う

で
す
。

　

次
に
、
揺
れ
か
ら
２
時
間
以
上

た
っ
て
発
生
し
命
を
奪
う
謎
の
火

編
集
長
　
竹
村 

栄
晃

宮城県南三陸町防災対策庁舎の残骸。

宮城県気仙沼市の津波で打ち上げられた漁船。写真は奈良会長が 2012 年 8 月 3 日に撮影。

岩手県陸前高田市の「奇跡の一本松」
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災
で
す
。
震
災
後
い
っ
た
ん
停
電

し
た
地
域
で
は
二
時
間
以
上
た
つ

と
し
だ
い
に
電
気
が
復
旧
し
は
じ

め
ま
し
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
火

災
が
発
生
。
再
び
つ
い
た
暖
房
器

具
の
近
く
に
あ
っ
た
可
燃
物
が
燃

え
だ
し
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
火
災
で
、
家
に
閉

じ
込
め
ら
れ
て
救
助
を
待
っ
て
い

た
人
び
と
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
半
日
以
上
た
っ
て
も

救
助
が
進
ま
な
い
都
市
な
ら
で
は

の
弱
点
で
す
。
地
震
に
よ
り
橋
げ

た
に
段
差
が
で
き
て
車
が
通
行
で

き
な
く
な
り
、
幹
線
道
路
に
渋
滞

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
渋
滞
に
拍
車
を
か
け
た
の

が
、
安
否
確
認
を
す
る
た
め
に
現

地
を
訪
れ
た
一
般
車
両
で
し
た
。

そ
の
た
め
各
地
か
ら
派
遣
さ
れ
た

救
援
隊
が
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

あ
い
だ
に
も
大
切
な
命
が
奪
わ
れ

て
い
っ
た
の
で
す
。
道
路
を
ふ
さ

ぐ
の
は
車
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
東
日
本
大
震
災
で
は
首
都
圏

に
取
り
残
さ
れ
た
帰
宅
困
難
者
が

道
路
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

今
回
の
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ
て

見
え
て
き
た
「
都
市
直
下
地
震
で

命
を
落
と
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
」と
い
う
教
訓
の
多
く
は
、

今
も
根
本
的
な
対
策
が
と
ら
れ
な

い
ま
ま
で
す
。
家
屋
倒
壊
に
よ
る

窒
息
死
に
は
耐
震
補
強
、
電
気
復

旧
に
よ
る
火
災
に
は
分
電
盤
に
つ

け
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
（
安
い
も

の
は
数
千
円
）、
道
路
渋
滞
に
よ

る
緊
急
車
両
の
遅
延
に
対
し
て
は

一
般
車
両
乗
り
入
れ
禁
止
の
徹
底

な
ど
が
効
果
的
だ
と
わ
か
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。

　

防
災
に
大
切
な
こ
と
は
、
必
要

だ
と
思
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に
行
動

に
移
す
こ
と
で
す
。
一
番
大
切
な

の
は
か
け
が
え
の
な
い
命
。
そ
の

た
め
の
自
助
・
共
助
・
公
助
に
つ

い
て
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
足

元
で
あ
る
町
内
会
と
共
に
真
剣
に

考
え
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
あ
る
備
蓄
水

　

最
近
の
新
聞
に
「
災
害
時
３

日
間
を
乗
り
き
る
！
防
災
セ
ッ

ト
」
の
折
り
込
み
広
告
が
あ
り
ま

し
た
。
実
は
、
町
内
で
も
水
を
備

蓄
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ア
サ
ロ
ン
・

タ
テ
ガ
ミ
さ
ん
の
隣
に
あ
る
駐
車

場
に
自
動
販
売
機
が
あ
る
の
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
今
の

と
こ
ろ
唯
一
町
内
会
が
契
約
し
て

い
る
自
販
機
で
す
。
こ
れ
を
設
置

し
た
見
返
り
に
業
者
か
ら
提
供
さ

れ
た
備
蓄
水
２
Ｌ
入
り
三
〇
〇
本

が
一
昨
年
前
か
ら
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。
三
日
分
の
水
に
は
ほ
ど
遠

い
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
一

家
庭
に
ま
ず
は
一
本
支
給
さ
れ
ま

す
。
さ
さ
や
か
な
安
心
で
す
が
、

こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　

無
私
の
日
本
人
・
大
田
垣
蓮
月

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
目
。

震
災
復
興
は
道
半
ば
。
各
地
で

様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
月
九
日
に
中
継
さ
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
フ
ィ
ギ
ア
ス
ペ
シ
ャ
ル
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
有
名
な
ス

ケ
ー
タ
ー
た
ち
に
よ
る
、
未
来
へ

希
望
を
つ
な
げ
、
人
と
人
と
を
再

び
つ
な
ぐ
た
め
、
被
災
地
の
方
々

に
笑
顔
を
届
け
る
一
日
限
り
の
夢

の
共
演
で
し
た
。

　

震
災
復
興
支
援
ソ
ン
グ
「
花
は

咲
く
」
に
の
せ
て
滑
ら
れ
た
、
羽

生
結
弦
選
手
の
演
技
は
大
き
な
感

動
を
与
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、

そ
の
羽
生
選
手
が
映
画
に
殿
様
役

で
初
出
演
を
す
る
の
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
今
年
五
月
に
公
開
さ

れ
る
、
江
戸
時
代
の
仙
台
藩
を
舞

台
に
し
た
映
画
「
殿
、
利
息
で
ご

ざ
る
！
」
で
す
。
羽
生
選
手
ご
本

人
も
仙
台
出
身
で
す
の
で
、
伊
達

の
殿
様
を
演
じ
る
の
は
、
ま
さ
に

「
は
ま
り
役
」と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
映
画
の
原
作
は
磯
田
道
史

さ
ん
の
『
無
私
の
日
本
人
』
で

す
。
こ
の
本
に
は
、
今
回
の
映
画

の
主
人
公
を
は
じ
め
三
人
の
歴
史

上
の
人
物
が
登
場
し
ま
す
。
そ
の

な
か
に
醍
醐
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
物
が
い
ま
す
。
大
田
垣
蓮
月

(

一
七
九
一
～
一
八
七
五)

と
い

う
女
性
で
す
。
小
説
の
冒
頭
は
こ

の
よ
う
に
始
ま
り
ま
す
。「
人
の

優
し
さ
と
い
う
も
の
は
、
ど
こ
か

ら
湧
き
出
て
く
る
の
か
。
幕
末
に

生
き
た
こ
の
女
性
を
想
う
と
き
、

そ
の
こ
と
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
」。
子
や
夫
に
先
立
た
れ
不

孝
な
身
の
上
の
蓮
月
は
、
生
活
の

糧
の
た
め
に
作
っ
た
焼
き
物
に
自

詠
の
和
歌
を
釘
彫
り
し
た
「
蓮
月

焼
」
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
土

産
と
し
て
好
評
を
博
し
た
蓮
月
焼

は
贋
作
が
多
く
出
回
り
ま
す
が
、

蓮
月
は
意
に
解
せ
ず
贋
物
師
に
対

し
て
「
歌
の
ほ
う
は
私
が
書
き
つ

け
ま
す
か
ら
、
器
の
か
た
ち
を

造
っ
た
の
を
、
な
ん
ぼ
で
も
持
っ

て
き
て
下
さ
れ
。
た
ま
に
は
真
物

も
な
い
と
、
模
造
は
売
れ
ぬ
で

し
ょ
う
か
ら
」
と
自
分
の
急
須
ま

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
始
末
。
そ
ん

な
蓮
月
は
、
文
人
画
の
最
高
峰
・

富
岡
鉄
斎
を
少
年
期
に
面
倒
を
見

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

醍
醐
寺
の
南
、
落
保
町
に
茅
葺

の
屋
根
に
歴
史
を
感
じ
る
下
村
家
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住
宅
が
あ
り
ま
す
。
家
の
前
に
は

「
大
田
垣
蓮
月
仮
寓
跡
」
と
い
う

碑
が
あ
り
、
蓮
月
が
一
時
期
身
を

寄
せ
た
建
物
は
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
家

の
主
人
で
和
歌
・
俳
句
を
よ
く
し

た
下
村
良
輔
と
い
う
素
封
家
は
、

蓮
月
と
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
ら

し
く
、
良
輔
か
ら
贈
ら
れ
た
お
茶

の
御
礼
の
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
る

ほ
ど
で
す
（
杉
本
秀
太
郎
著
『
大

田
垣
蓮
月
』）。
家
財
道
具
を
ほ
と

ん
ど
持
た
ず
、引
越
し
好
き
で「
屋

越
し
蓮
月
」
と
呼
ば
れ
た
彼
女
が

い
つ
滞
在
し
た
の

か
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
醍

醐
に
は
他
に
も
蓮

月
の
住
居
跡
が
あ

り
ま
し
た
（『
ふ

る
さ
と
醍
醐
』）。

飢
饉
の
年
に
は
心

を
い
た
め
て
三
十

両
と
い
う
大
金
を

救
い
米
の
足
し
に

と
奉
行
所
に
献
金

す
る
し
、
聖
護
院

に
住
ん
で
い
た
時

に
は
、
大
枚
を
は

た
い
て
鴨
川
に
丸

太
町
橋
ま
で
架
け
て
し
ま
っ
た
蓮

月
。
さ
ら
に
蓮
月
が
作
っ
た
「
あ

だ
味
方　

勝
つ
も
負
く
る
も　

哀

れ
な
り　

同
じ
御
国
の　

人
と
思

へ
ば
」
と
い
う
和
歌
は
、
官
軍
を

率
い
た
西
郷
隆
盛
に
影
響
を
与

え
、
江
戸
城
総
攻
撃
を
回
避
さ
せ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
無
私

の
日
本
人
・
大
田
垣
蓮
月
と
ま
で

は
い
か
な
く
て
も
、
わ
れ
わ
れ
一

人
一
人
が
少
し
ず
つ
力
を
出
し
合

え
ば
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る
の
で

は
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

太田垣蓮月仮寓居跡。

　

町
内
の
十
四
組
、元
「
幸
福
荘
」

あ
と
に
、
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー

ム
「
ア
プ
リ
シ
ェ
イ
ト
伏
見
」
が

新
築
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
一
月

二
十
一
日
の
竣
工
式
に
は
町
内
会

の
奈
良
会
長
も
ご
招
待
を
受
け
出

席
し
ま
し
た
。
内
覧
会
で
は
真
新

し
い
施
設
内
を
見
学
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
、
一
部
を
お
披
露
目

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。入
居
相
談
・

資
料
請
求
・
予
約
受
付
中
で
、
専

門
家
に
介
護
相
談
も
気
軽
に
で
き

る
と
の
こ
と
。
ま
た
介
護
ス
タ
ッ

フ
（
正
社
員
・
パ
ー
ト
）
も
募
集

中
で
す
。（
ア
プ
リ
シ
ェ
イ
ト
は

「
感
謝
す
る
」
と
い
う
意
味
で
す
）

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
ア
プ
リ
シ
ェ
イ
ト
伏
見
」
が
新
築
オ
ー
プ
ン
！

　

御
霊
ヶ
下
公
園
で
毎
週
水
曜
日

の
朝
九
時
か
ら
昼
近
く
ま
で
、
元

気
に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る

町
内
会
の
仲
間
が
い
ま
す
。
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
す
れ
ば
、「
証

明
書
＋
副
賞
（
ゴ
ミ
袋
）」
が
、

そ
の
日
の
成
績
発
表
タ
イ
ム
で
授

与
さ
れ
、
達
成
者
は
一
回
百
円

を
会
に
寄
付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
貯

金
」
は
「
公
益
社
団
法
人　

京
都

新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
」
の
「
歳

末
ふ
れ
あ
い
募
金
」
に
寄
付
し
て

い
ま
す
。
現
在
会
員
は
十
一
名
。

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
代
表
・
世

話
人
の
十
九
組
、
服
部
一
平
さ
ん

（
五
七
一
・
六
〇
四
九
）
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

「
真
栄
会
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
楽
し
む
会
」
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過
去
の
町
内
会
活
動
を
振
り

返
っ
た
と
き
、
ま
ず
頭
に
浮
か
ぶ

の
は
、
町
内
会
の
役
に
つ
か
せ
て

い
た
だ
い
た
翌
年
一
九
九
七
年
の

地
下
鉄
東
西
線
開
通
に
あ
わ
せ

て
、
町
内
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://daigono1.info/

（
以
降
、

「Daigono1-HP

」
と
い
う
）
を

公
開
で
き
た
こ
と
で
す
。

　

日
本
でHP

が
一
般
的
に
普
及

し
始
め
た
の
が
阪
神
・
淡
路
大
震

災
が
起
き
た
一
九
九
五
年
頃
か
ら

で
一
部
企
業
が
情
報
を
発
信
し
始

め
て
い
た
も
の
の
、
地
域
発
信
型

のHP

を
持
つ
町
内
会
は
皆
無
で

し
た
。
し
か
し
、
将
来
を
考
え
た

と
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
発

信
力
の
大
き
さ
、
様
々
な
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
、
災
害
対
応
・

告
知
な
ど
、
活
用
方
法
は
無
限
大

で
あ
り
、
町
内
会
こ
そ
持
つ
べ
き

媒
体
で
あ
る
こ
と
を
当
時
、
強
く

感
じ
て
い
た
私
は
、
町
内
会
役
員

2001 年 7 月 4 日　京都新聞 ＜朝刊＞

桂田和彦、奈良磐雄、佐治正雄の各氏（左から）

二
十
年
間
の
町
内
活
動
を
振
り
返
っ
て

   

〜 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
　
町
内
会
で
発
信 

〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前  

副
会
長
　
髙
橋
修
一

追 想　

有
志
に
よ
る
研
修
旅
行
の
帰
り

道
、
当
時
の
町
内
会
長
で
あ
っ
た

佐
治
正
雄
氏
、
そ
し
て
、
体
育
部

長
で
あ
っ
た
奈
良
磐
雄
氏
に
相
談

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

そ
し
て
翌
年
の
一
九
九
七

年
、
奈
良
磐
雄
氏
が
企
画
広
報

部
長
に
、
私
が
副
部
長
と
な
り

Daigono1-HP

の
企
画
運
営
を

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、Daigono1-HP

は
京

都
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
町
内
行
事
の
様

子
や
関
連
す
る
記
事
が
多
く
掲
載

さ
れ
、
現
在
も
多
く
の
方
に
ア
ク

セ
ス
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
、
最
初
に
関
わ
っ
た
思
い

で
深
い
出
深
い
事
業
で
し
た
。

　

お
地
蔵
さ
ん
の
「
賽
銭
箱
」
が
、

二
度
に
わ
た
り
頑
丈
な
南
京
錠
を

切
断
す
る
荒
っ
ぽ
い
手
口
で
破
ら

れ
、
浄
財
が
盗
ま
れ
ま
し
た
。
二

度
も
同
じ
手
口
で
被
害
に
あ
っ
た

た
め
、
お
賽
銭
を
入
れ
ら
れ
な
い

よ
う
、
投
入
口
を
ふ
さ
が
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
防
犯
ビ
デ
オ

の
設
置
を
検
討
中
で
す
。

南京錠がブチ切られていた。

不
審
者
に
注
意
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こ
ん
な
ヒ
ト
、
コ
ト
、
モ
ノ
、

バ
シ
ョ
な
ど
の
情
報
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。
取
材
は
編
集
部
が
や
り

ま
す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

企
画
・
広
報
部
会

編
集
委
員
長
：
竹
村
栄
晃
（
十
三

組　

☎
五
七
一
︱
〇
一
八
七
）

委
員
：
奈
良
磐
雄
、
高
橋
修
一
、

桂
田
武
幸
、
深
尾
拓
哉
、
立
上
義

裕
、
山
﨑
和
代
、
津
留
賀
永
子

町
内
の
情
報

大
募
集
！

町内会 に加入して　
安心・安全で、楽しい生活を

町内会は、自分たちのまちは自分たちで守り、より住み
やすい地域を作っていこうと活動している、お隣さん同
士の最も身近な組織です。
町内会では、「知りあい、ふれあい、支えあい」の三つの「あ
い」をテーマに、楽しく、安心して住み続けられる地域
づくりのために、様々な取り組みを行っています。
あなたに合ったいろいろな関わりが見つかります。活動
内容を知っていただき、できるところから協力してくだ
さい。

＜御霊ヶ下・大構 町内会の主な活動内容＞

・町内会会員の親睦をはかる「おまつり」や「イベント」の開催

・「真栄会」を通して高齢者同士の親睦をはかる活動

・町内の見廻り「火の用心」パトロール

・「こどもみまもり隊」によるこどものみまもり活動

・「公園愛護会」による公園の清掃活動

・「自主防災会」による防災訓練や防災情報の発信

・災害時の組織的対応や備蓄倉庫などの管理

・社会福祉協議会や日赤、赤い羽根共同募金への協力

・町内オリジナルのホームページの運営

・池田東自治町内会連絡協議会（池田東自町連）との連携

・醍醐十校区自治町内会連絡協議会（醍醐十連協）との連携

・伏見区役所醍醐支所、山科警察署、醍醐消防分署との連携

・池田東小学校、池田児童館、栗陵中学の運営協力

などなど、生活と密着したあらゆる部分で町内会が絡んでいます。

︹
編
集
後
記
︺

　

編
集
委
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
第
５
号
が
発
行
で
き
ま

し
た
。
今
号
は
年
度
末
、、
年
度

始
め
に
、
情
報
量
を
多
く
し
た
た

め
倍
の
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
新
た
な
年
度
が
始
ま

り
ま
す
。
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

　

こ
の
新
聞
は
「
京
都
市
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
向
け
た
地

域
活
動
事
業
助
成
金
」
に
よ
っ
て

発
行
し
て
い
ま
す
。
次
年
度
も
申

請
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

　

読
後
の
ご
感
想
や
ご
意
見
な
ど

を
是
非
と
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

新規入会申込は、
組長さんまで
お願いします。

これからの学区・町内会行事

6 月

5 月

4 月

  5 日（日）　町内 3 公園大掃除
  5 日（日）　町内会防災訓練
11 日（日）　町内会組長会議

  8 日（日）　第 13 回学区民グラウン
ドゴルフ大会　池田東小学校
14 日（土）　町内会組長会議
15 日（日）　第 31 回小学生ドッジボー
ル大会　池田東小学校
29 日（日）　第 3 回ペタンク大会
池田東小学校

  9 日（土）　町内会組長会議
17 日（日）　第 32 回学区民男子ソフ
トボール大会（石田仮設グランド）
13 日（水）～ 23 日（土）
衆議院京都府第 3 区選出議員補欠選
挙　期日前投票　醍醐支所
午前 8 時 30 分～午後 8 時まで
24 日（日）　衆議院京都府第 3 区選出
議員補欠選挙　午前 7 時～午後 8 時

メールでの情報提供は、竹村　eizan-5706@zeus.eonet.ne.jp まで


